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講演会・イベント等に関する説明書


※お電話でお伝えしました担当拠点に☑を入れ、依頼書にご記入いただきご返送ください。
□日本介助犬協会 本部
□介助犬総合訓練センター　～シンシアの丘～
〒222-0033神奈川県横浜市港北区新横浜2-5-9-301
〒480-1311 愛知県長久手市福井1590-51
TEL(045)476-9005  FAX(045)476-9006
TEL(0561)64-1277  FAX(0５61)64-1278
E-mail：info@s-dog.jp
E-mail：info@s-dog.jp
講演・イベントに関する依頼書
年　　　月　　　日

	イベント・講演の名称
	

	法人・団体名
	

	担当者
	

	担当者連絡先
	住所 〒　　　　-

	
	TEL（　　　　）　　　　-
	FAX（　　　　）　　　　-

	目的
	

	希望内容
	

	対象者
	対象者および人数：

	希望日時
	年月日
	第１希望日　　　月　　　　日（　　）
	時間
	

	
	
	第２希望日　　　月　　　　日（　　）
	
	

	交通費
	実費（※）支払い可能　　　／　　　上限￥　　　　　　　　まで

	寄付予定額
	￥　　　　　　　　　　□当日現金お支払い　□振込（振込予定日：　　　　　　　）

	領収書
	要 ・ 不要　　＊上記と異なる場合の宛先：

	請求書
	要・不要        □事前送付希望（発行日時指定：   月    日）
                  □郵送  □FAX  □データ送付

                  ※送付先が連絡先と違う場合はご記入ください。

送付先：

　　　　　　　　　  宛名  ：

                 

	講演会場について
	会場名：　　　　　　　　　　　　　　　　（室内・屋外）
	最寄駅
	線

駅より

(徒歩・バス・車)で

約　　　　　分

	
	住所：
	
	

	
	TEL（　　　　）　　　　-
	
	

	
	FAX（　　　　）　　　　-
	
	

	
	広さ及びおおよその収容人数：

	
	駐車場
	確保可能（場所指定）　・　一般駐車場を利用

	掲載
	　当会ＨＰ／会報上　　　　　　　 可　・　不可

	一般参加
	可　・　不可

	チャリティグッズ販売
	可　・　不可

	募金箱設置
	可　・　不可

	その他
	


※実費とは、往復分のガソリン代＋高速代または電車賃などの負担分です　　　　　　
１．当会職員がお伺いする場合

1-1 通常、講演会・イベントなどには職員1～2名と訓練犬またはＰＲ犬1頭の組み合わせでお伺いします。

1-2 訓練犬やＰＲ犬は公共交通機関を利用できないため、当日は車でお伺いします。交通費はガソリン代（￥30＠ｋｍ）と高速道路料金の合計となります。
犬なしで職員のみが講演に伺う場合は、電車賃・新幹線代などの往復実費となります。

1-3 犬を同伴せず、当会の職員のみでお伺いする場合に電車等では持参できない展示パネル・販売用グッズなどの往復の送料につきましては、皆様にご負担をお願いいたします。

1-4 講演寄付に関しまして1講演につき、3万円以上のご寄付をご検討いただきますようお願いいたしております。ただし、1日につき2講演以上のご依頼の場合には別途ご相談をさせていただけますと幸いです。いただいたご寄付は全て当会の介助犬訓練事業のために大切に使わせていただきます。
1-5 イベントのチラシなど各種印刷物・ＨＰなどに当協会の名称を使用される場合、事前に書面による申請と原稿のチェックが必要となります。お手数ですが、ご希望の方は事務局担当者までお申し付けください。

1-6 主催者様により難しい場合もあるかと思いますが、チャリティーボックス（募金箱）の設置および当会オリジナルグッズの販売のご協力をお願いいたします。

1-7 チャリティーイベント・コンサートなどにお伺いする場合は、イベント終了後　　30日以内に事業収支報告書のご提出をお願いいたします。

２．第三者による募金活動等、当会職員がお伺いしない場合

2-1 職員不在のイベントに関して、当会から貸し出し可能な物品は以下の通りです。

· 介助犬チャリティーボックス（募金箱）

· 配布用パンフレット

2-2 各種物品の貸し出しについては、往復の送料は皆様にご負担をお願いいたしております。

2-3 募金活動に関し、このところ補助犬への寄付をうたった街頭募金が各地で頻発しており、中には実際に犬のためにお金が使われないものもあるようです。
そのような疑わしい募金活動と区別するため、一般の方から当会への問い合わせがあった際に速やかに対応できるよう、当会への寄付を予定した募金活動につきましては事前に書面での申請をお願いいたしております。

2-4 イベントのチラシなど各種印刷物・ＨＰなどに当協会の名称を使用される場合、事前に書面による申請と原稿のチェックが必要となります。お手数ですが、ご希望の方は事務局担当者までお申し付けください。

2-5 複数の出展者がブースを出すようなイベントで、当会職員が不在の状態で第三者を代理人として当会名のブースをお出しいただくことはできません。

皆様のご理解・ご協力をお願い致します
◇新型コロナウィルス感染拡大防止策について
　実施予定・既に実施している項目に☑をお願い致します
  本チェックリストは会場の感染対策状況を把握するためのものです。
  すべてに☑が付かない場合はご相談となります。

１）感染予防
	
	スタッフや出展者の体温測定、自覚症状の確認を行う

	
	来場者が発熱その他の症状を有している場合には入場の自粛を依頼する

	
	換気設備を適切に運転、管理する事や窓やドアを定期的に開放する

	
	スタッフ間で新型コロナウィルス感染症予防に関する基本的な共通認識がある


2） 身体的距離の確保
	
	会場規模と来場予測者数を比較した際に過密にならないといえる

	
	混雑につながるような企画や販売促進策は避けている

	
	テーブルの配置や間隔の確保を行っている(目安：2m)

	
	来場者との対人距離を確保できるよう、スタッフの業務内容や導線を検討している

	
	来場者に対して提示やアナウンスにて可能な範囲で対人距離の確保を促す

	
	混雑時は入場の制限を行う


3） マスクの着用　※ただし熱中症にも気を付けての対応をお願いします。
	
	スタッフ・来場者共にマスクの着用を推奨する

	
	咳エチケットの掲示やアナウンスを行う


4） 手洗い・手指消毒に取り組む
	
	手指消毒設備を入口及び施設内に設置する

	
	共用部の定期的な消毒を行う

	
	こまめな手洗いや手指消毒方法の掲示やアナウンスを行う


なお、当会スタッフも終日マスクを着用致します。
ステージ上を含めてマウスシールド等ではなくマスク着用にて対応致しますのでご了承ください。
ご協力ありがとうございました！
